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部
美一［６４ｇｎ自由と責任

鶉台中学校生徒指導担当 ガヽ原 大樹
鴇台中学校、小原大樹 (お は らだい じゅ )です。教

員 として神戸市 に採用 されて 29年、本校へ赴任 して
8年が過 ぎようとしています。現在 2年生所属、数学
担 当、野球部の顧 間 をさせ
ていただいてい ます。中学
教師 として過 ごす中で感 じ
たことを述べ させていただ
きます。
私 は中学時代、大阪の大

規模校 (自 分の学年は 16ク
ラス あ りま した )で過 ご し
ましたが、 自分の長い人生
ふ り返 ってみ るに、 中学 時
代が最 も「 自由」が少 なか
ったように思います。外見面にしても行動面にしても、
やたら「あれをしてはいけない」「こうしなければな
らない」 とυヽうような市J約が多かったように思いま
す。ただ、それは不幸なことなのでしょうか ?確かに
「自由」であれば楽しいこともあるでしょう。しかし、
「自由」が増えることは決して楽なことではありませ
ノし。

少 し飛躍 した話 にな りますが、学生時代 アルバ イ ト
を していた時の ことです。社員 さんに厳 しく叱 られ、
体む間もな く働かされ「 しんどいな～Jと 思 う日々が
続 きました。その仕事にも慣れ、あまり叱 られな くな
った頃、バイ ト料 (時給 )が上がるとい う話があった
のです。 もちろん、喜んで承諾 したのですが、次の 日
「この新 しいバイ ト5人を預けるか ら、ここの作業 (5
～ 6人分の仕事 )を 任せ る。」・・・・・。

確かに、 自分で「自由」に考え判断し、事 を進めて
い くのは、上か ら言われるより良いようにも思いがち
ですが、そ こには必ず「責任」が伴います。「 自由」
が大 きくなればなるほど「責任」が重 くなるものです。
中学時代は多感で、心身 ともに大 きく成長 します。そ
の成長する方向を間違えないようにする。義務教育が
終わ り「自由」 と「責任」が一度にのしかかって くる
前に適切な判断力を身につけさせる。そのために、制
約が多いのではないか と今になって思います。

中学生が、成長する方向を間違 えずに、適切な判断
力を身につけるためには学校の力だけでは不可能です。

保護者・地域の方々の協力が不可欠です。幸いひよど
り台は、暖かい見守 り活動や様々な地域の催 しが大変
充実しています。今後も地域の宝である子どもたちが
健全に成長することができるようご支援 とご協力をお
願いいたします。

子供たちの思い出となる行事を
支えられる一員として

ひよどり台小学校PTA会長 育ヨ谷 紀子

平成 28年 度のひよど り台小学校 PTA会長 をさせ
ていただいてお ります熊谷です。

一昨年に役員が決 まってか ら、活動 を始めてち ょう
ど 1年 にな ります。最初の活動はどんどまつ りのお手
伝いで した。寒い中、青少協の役員の方をはじめ、た
くさんの地域の方々が手際よく準備 をされ、色々と分
か らないこともあ りましたが、一つ一つ教 えて くださ
いました。その後、春の子 どもまつ りやプレーパーク、
エポックの夜店や夏祭 り、秋を楽 しむハイキングなど
さまざまな地域行事にお手伝い等で参加 させていただ
きました。それぞれの行事で中心になって活動 されて
お られる地域の方々の手際の良さや、細かい配慮 など
を知るたびに、長年ひよどり台地域のために尽力 され
築 き上げられてきた歴史を感 じました。

私は神戸生まれで、学生時代 を神戸で過 ごしました。
当時は小学校 も6ク ラスあ りました。子供の多い時代
だったので、地域の中では子供中心の楽 しい行事がた
くさんあ り、今では大切 な思い出になっています。そ
の思い出の中には両親が手伝いで参加 していた姿 もあ
ります。今思えば大変なことだったと思いますが、近
所の友達、その友達の両親などで一緒に参加 した行事
の思い出は、私の子供時代 を語るときには無 くてはな
らない ものになっています。
私は 1年間活動 してきて、一つ一つの行事 を行 うこ

との大変 さも少 しは知 りました。 しか し、行事 を通 じ
てた くさんの人 とつなが り、助け合える素晴 らしさも
知 りました。そ して、何 より楽 しんで参加する子供た
ちの笑顔 をた くさん見ることが出来ました。

行事 をすることは大変ですが、 これか らも地域の大
先輩方にご指導いただ きなが ら、子供たちの思い出に
なるような行事の歴史を繋げられる一員になれるよう
に活動 していきたいと思います。

朝の挨拶ハイタッチ運動

彬

〓

日時 3月 12日 (日 )午 後 1

場所 ひよどり台中央公園
小学校のひよどり台太鼓の演奏も予定されています。
お友だちが考え、準備 したゲームコーナーが予定され、最後にお土産もあります。

たくさんの友だちをさそって、いつしょに参力□してね。
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「架け橋 として」

鴇台中学校生徒会担当 森山 紗衣

この度、生徒会担当をさせていただき、地域行事

に参加した子供たちの感想文を読むと、必ずといっ

ていいほど、「私たちは、地域の方々に支えられてい

る。」と書かれています。これは、決してお世辞や強

制的なものではなく、彼らが′心の底から感じている

気持ちがそのまま表現されていると私は思います。

中学校では、 3年間を通して進路指導を行います。

昨年の中学 1年生の進路学習では将来設計 (ラ イ

フ・プラン)について考えました。中学校卒業後の

自分の人生を細かく、年齢別に考えるというもので

す。私が担任をしていたクラスのある生徒のライ

フ・プランを見ると、「60歳 :見守る会に入る」と

書いてあったのがとても印象的でした。その生徒に

問い返したところ、「あのジャンパーを着て、朝、子

供たちに挨拶をするんです。私達もそうしてもらっ

たから。」とその生徒は微笑みながら答えてくれま

した。

このことからわかるように、ひよどり台という土

地で生まれ育った子供たちは、地域に見守ってもら

いながら成長していったからこそ、大人になり今度

は自然と、感謝を形に変えてまたその次の世代の子

供たちを見守っていけるはずです。それには、まず

生徒会執行部が代表して地域行事に参加し、地域の

方々がどのような取 り組みをされているのかを

知って経験し、それを全校生徒に伝えていく。いわ

ば、地域と学校との架け橋のような立場になること

が鴇台中学校生徒会執行部の使命であると思いま

す。

これからもご支援、ご協力のほど、よろしくお願

いいたします。

●
中

姜
摯

暴
中

績蓑◎ψ》Ψ鶯 力り子どもの感想

中学 2年 池 本  康輝

竹伐 りでは皆 と協力 して行 えました6最初 に、コンを教 えて も
らい そヽれを1応 用 ししっか りと竹 を切 ることがで きました。僕達
より先生の方がす ごいことをしていて、がんばらな くてはいけな
い と思い、集中 して活動 を行いました。竹 をしめる時は、とて も大
変で した。力 を入れな くてはいけな くて、途中ひ もをはな してし
まうとしめ られないので、しっか りとひもを持 ち、ひ もをひっぱ
りを くりかえし、やっとの思いで竹 をまとめ られた時は本当にう
れ しかったです。竹 を トラックにのせ る時は、トラックの上 に乗
る機会 はなか ったので、少 し不安 で したが、い ざや ってみ る と
しっか りとで きたので良かったです。

今 回の活動 を通 して地域 の方 とさらに交流 で き、地域活動の

大切 さを改めて知 ることがで きました。この ような機会があれ
ば、自ら進んで参加 してい きたい と思います。

中学 2年 辰巳  萌

どんどまつ りは、今まで生徒会長
が火 をつけるというのが伝統だっ
たので、副会長も今年はやるという
ことを聞いて、とてもうれしかったで
す。

また、火をつけた後に周 りを見渡
すと、思っていた以上にた くさんの
方々が来て くださっていました。そ
こにはた くさんの笑顔があ り、やっ
ぱ り地域行事 は大切 なものだなと
感 じました。地域の方々か らは、焼
いもやカルビスもいただき、とても
おいしかつたです。
35回 (?)も 続 くこのどんどまつ

―りが何年先も何十年先も行われますように…・。

中学 2年 今 岡 美 夢

今回のどんどまつりでは、生徒会役員として初めて参加させていた
だきました。いじめ防止キャンペーンのテイッシュ配りでは、初めての
体験だったので、耳さずかしながらも、楽しく配ることができてよかった
です。また、子供達や地域の方の「ありがとう」という声はとてもうれし
かったです。

このように、地域の方に触れ合いコミュニケーションをとる場が
あり、この行事に熱い思いを持ってお手伝いをしてくれる方がたく
さんいることは、すごくいいことだと改めて感じることができました。

これからは、私も色々な行事に積極的に参加し、たくさんの方に
「ありがとう」と言ってもらえるようにがんばりたいです。

中学 2年 松尾 愛未

私 は どん どまつ りに久 しぶ りに きて、小学校 の時の どん どまつ

りと同 じで伝統が ひ きつがれてい るな と思 い ま した。今 回の どん

どまつ りでは準備 をした りお手伝 い

をす ることはで きなか ったけ ど、次
回か らは積極的 |こ 動 こうと思セヽまし
た。竹が燃 える時は、パチパチ と音が
な り、迫力があ りました。

また、こうして地域の人 と集 ま り、
みんなで楽 しんでいて、大切 な行事
だ と改めて思いました。そ して、た く
さんの人 とコミュニケーションが と

れたので、今 日みたいに地域の人 との関わ りをもっともっと増や
していけた らいいなと思います。私はこの どん どまつ りは無病息
災を祈る大切な行事なのだと思いました。

中学 2年 中山 愛望

今 回、初めて どん どまつ りのお手伝 いをさせていただいて、火
をつけるなどといった大 きな役割はなかったけれ ど、執行部のメ
ンバー 6人 とい じめ防止のテイッシュ配 りをする中で、初めは恥
か しくて なかなか配 ることがで きなか ったけれ ど、「何 人か グ
ループになって配る」と言 って くれた人がいたので少 しずつなれ
てきて、普段地域の方々と話 をする機会がないので少 しだったけ
れ ど話 をすることがで きて良かったです。地域の方々とコミュニ

ケーシ ョンを取 ることは大切だ とい うことが改めて分か りまし
スt。

中学 1年 塩崎 未羽

どんどまつ りの竹 を燃やす時、た くさんの人が書 き初めをもっ
て きてい ました。地域の方々の協力があってこそ、成 り立ってい

るんだな と思い ます。全員が立 ち上 る火 を見守 ってい ました。
様 々な行事 に私 も取 り組んでい きたいです。良い 1年のスター ト
をきることができた と思います。元気で過 ごせるようになったは
ずです。
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ひよどり台少年野球部のこれまで
部長 米島 祐司

ひよどり台少年野球部がひよどりの地に誕生して、

40年 を迎えることとなりました。
一言で40年 といえば簡単なことですが、現在に至

るまではいろいろなことがありました。

新興住宅街として造成された「ひよどり台」は、瞬

く間に人口が増大するとともに、児童が急増し、ひよ

どり台少年野球部の母体であるひよどり台小学校の児

童数は、1,000名 をはるかに超える、神戸市でも有数

のマンモス校となりました。

しかしながら、時代とともに少子化により児童も減

少し高齢化が進む街と変貌しています。

当初は、少年野球部も2チ ームあり、他のスポーツ

団体もサッカー、ミニバスケット、空手、剣道など多

くの児童が活動し、また、大人達もテニス、ママさん

サッカー、バレーボール、卓球、バ ドミントンなど活

気にあふれていました。

しかし、多くのスポーツクラブが練習するグランド

も、ひよどり台小学校、Bグ ランドと少なく、少しで

も子供たちが練習できるよう東公園や空き地を探しま

した。

そして、平成 7年には、阪神淡路大震災により、練

習場所であったBグランドや中央公園グランドに仮設

住宅が建てられ、グランド不足がより深刻な問題とな

り、練習場所探しに奮闘した思いがあります。

また、震災以降から児童数が減少し始めたことで、

2チ ームあった少年野球部も部員数の不足により、平

成 9年に合併し新たに「ひよどり台少年野球部」が誕

生しました。

その後、部員数は減少するものの父兄の努力により、

チームとして活動している中、昨年はAチーム (主 に

5・ 6年生)が優勝という栄冠を勝ち取 り、その勢い

を後輩が引き継ぎ、今年も優勝を目指して練習に励ん

でいます。
これまで様々な経験をしましたが、ひよどり台チー

ムとして、これからも子供たちの個々にあった教え

方、選手同士の思いやり、自分で考える力を伸ばすよ

う子供たちと接し、勝つ喜び、負けた悔しさをあじわ

い、野球の楽しみを教えながら、「おはようございま

す |」 「ありがとうございます |」 など挨拶や感謝す

る心を育てるよう生活面も交え、心・技・体が成長し

ていくことを目指しています。

これからも、地域活動へ積極的に参加し、子供たち

とともに地域に根ざした活動を続けていきたいと思い

ます。

青少協第 2回支部会議

広報紙ヽ44発行(団地内全4,000戸に配布)

ひよどり台ワイワイフェスタ

青少年育成委員のつどい

秋を楽しむハイキング(し あわせの村)

デイキャンプ場でバーベキューを101名 の参

加で実施。

クリスマスツリー飾 り付け

(ひ よどり台会館 )

北区青少協支部長会 (北区役所大会議室)

ひよどり台っ子応援団運営委員会

青少協支部役員会

中学生の応援を得てどんど用の竹伐 り

どんどまつ り

早朝より青少協の各種団体少年野球、小 。中

PTA、 BS等の皆さまの協力で準備 。実施
。子どもまつ り第1回実行委員会

北区青少年フェスタ (あ りまホール)

第 3回支部会議

″
=幸

晨判【Nc145J畜行 (E]劇也Pゝ≦≧4,000「ヨに酉己イ青)

28.10/ 2

28.10/16

28.11/17

28.11/ 6

28.12/1-27

28.12/ 8

28 12/13

28.12/26

29. 1/ 7

29. 1/ 9

29. 1/28

29. 2/18

登校時毎日・下校時随時の通学路の交通安全指導

定例の夜間パ トロール (第 3・ 4金曜、育成委員による)

こども 110番の家・店 ……・小学校 PTAの ご尽力で、現

在ひよどり台南町を合わせて 145か所のご

協力をいただき地域内に所在 し、子ども達の

安全を見守っていただいています

ひよどり台小学校のこどもたちを見守る会

ひよどりつ子のびのびひろば  (1・ 2年生毎週木曜日)

ひよどりふれあい懇話会 (11/30、 2/24)

ひよどり台支部役員会 (11/28、 12/26)

今後の予定

29.3/12  第35回ふれあい春の子どもまつ り
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: 春の行事をお知らせする号です8新年早々のお忙し :

lυ√紛盗畔:ぶふЯ了ぎ
=プ

lttf繕
林

:た だきありがとうございました。紙面をお借りいたしま

:して、厚くお礼申しあげま九

: 子どもたちの感想文もご覧願いま魂

: (中学校 PTA):
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